教育愚考 by 中野 紀明
172
〈特別エッセイ〉
教育愚考
中 野　紀 明
いま，教育改革が盛んに論じられ，授業科目や教員採用システムの見直しなどいろい
ろと言われているが，制度の手直しだけではどうにもならない。「戦後の民主主義教育」
を根本的に見直し，出直さない限り，何を改革してもうまくいかないだろう。
それでは，日本の教育を覆っている病弊は何か。それは「子供中心主義」であると愚
考している。「子供の個性を尊重」「自発性を育む」「子供の人権」などというスローガ
ンは，すべて子供が中心に据えられている。私は，子供の個性の殆どは悪性であると捉
えている。テレビやスマホで長時間遊んだり，授業中に歩き回ったり，私語をやめない
など。要するに「我がまま」の言い換えである。子供の個性は踏みにじれと言いたい。
もちろん，勉強ができるとか，徒競走が速いとか，弱い子に優しいと言った良い個性は
伸ばすべきである。
しかし，今の小学校で推進されている「平等教育」なるものでは，徒競走で手をつな
いでゴールさせたり、成績の良い子を褒めなかったりと，良い方の個性を殺すための教
育になってしまっている。「子供の将来に責任を負わず，我がままを助長する教育」に
なってしまっている。
親や教師は，言葉遣いでも，躾でも，自分が本当に正しいと思っている価値観を，時
に威圧してでも押し付けるほかない。少なくとも就学までは，家庭できちんと躾けなく
ては，学校教育のみならず，人間としてもうまく成長することができない。
子供のうちは，理屈抜きに大人に従わせる。そして，長ずるにしたがって，そこから
脱皮し，自分なりの価値観を発見すればいい。誕生から思春期に至るまでの間に大人に
教え込まれた価値観は，長じて自分の価値観を形成するために必要な土台となるもの。
「子供の個性尊重」は，子供が自分なりの価値観を作っていくために必要なものを奪っ
ている。
ところが，文科省は，この「子供中心主義」を支持している。こうした枠組みでは如
何に改革しようと，教育は良くならない。子供はいろいろなことに傷ついて，それに耐
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えることを通して「我慢力」を養っていく。子供を傷つけない教育の帰結が，「ゆとり
教育」であった。
文科省は「詰め込み教育」を敵視し，授業時間の削減や教科書を薄くすることに血
道を上げてきたが，「ゆとり教育」導入前の 1994～ 95年の調査でさえ，日本の小中学
校の算数・数学の授業時間は，国際平均を下回っていた。「ゆとり教育」が導入された
2002年は，中学 3年の理科・数学の授業時間は，アメリカの 295時間，オーストラリ
アの 390時間に対して，158時間。こんなことでどうやって科学技術立国日本を支えて
いくのか。3桁× 3桁を小学校で教えないのは，できない子供が傷つくといけないとい
うことか。
人間は幸福からも不幸からも学ぶ。快いことも嫌なことも，すべて糧となるのが教育
である。子供には成功も失敗も体験させればいい。ところが，いまの教育は失敗を極端
に恐れている。もちろん，健康な方がいい。勉強も出来るにこしたことはない。しかし，
病弱の子供だったり，特定の科目が全く出来ない子供が，健康優良児や優等生が学べな
いものを身につけるのはよくあること。健康でなければいけない，優等生でなければい
けないと決めつけてしまうことが，いまの教育の貧しさでもある。
人間にとって傷つくことの究極は死である。宗教系の学校では，必ず生徒に死につい
て考えさせる。生と死が一体となって人生なのだから，傷つく，不快というものを一切
経験させないとしたら，これはもう人生に学ぶことを放棄したも同然である。
日本は，言霊の幸わう国（ことだまのさきわうくに）であるが，教育に関してはこ
れがネックになっている。それは，日本人が美辞麗句に踊らされやすいということであ
る。「生きる力を育む」など。生きる力は全ての生き物がもっている。「個性の尊重」や
「独創性を育む」という言葉も空疎である。九九ができない，漢字が書けない，読めな
い，という状態で，独創性や創造性をどうやって育むのだろうか。
小学生には漢字を叩き込み，加減乗除を教え込む。中でも，重要なのは読みである。
極言すれば，本さえ読めるようにしてやれば，学校なんていらない。自分で書物を読ん
で，考えていけばいい。
文化には，能動的文化と受動的文化がある。いま，隆盛を極めているテレビやゲーム
などは受動的文化である。受動的文化からは何も生まれてこない。読書は，自分で本を
選び，一字一字を目で追って，その意味を自分なりに考えなくてはならない。自分から
174
能動的に本と関わっていないと，楽しめない文化である。人間と動物の違いは，本を読
むか読まないかにある。読書は人間性の最後の砦となる。
子供を傷つけないようにすると，まず忍耐力が生まれない。すると，必ず読書離れが
進む。読書は受動的文化と異なり，活字を追うにも「我慢力」が必要だから。ところが，
最近の小中学校の教科書には，古今東西の名作が載っていない。児童生徒には難しいと
いう理由で，追放されてしまったようだ。
昨今の学生の活字離れには目を覆いたくなる。彼らは小中高と戦前否定の教育を受け
てきた。戦前の日本は，外国を侵略しただけの恥ずかしい国だと教えられてきた。そし
て，現代が最も進んでいて，いまの人々が一番偉いという傲慢さを植え付けられた。理
数離れも我慢力不足が最大の原因だ。我慢力を低下させる子供中心教育を止めないとい
けない。
貧困がなくなった現代，我慢力を身につけるためには，人為的にでも苦労をさせるこ
とが必要なのに，「個性の尊重」や「子供を傷つけない教育」は逆のことをしている。
戦後の民主主義教育が推奨した「三つの平等」が，日本の教育を破壊した。第一が，
子供同士の平等，これが競争否定の教育を生んだ。第二が，先生と生徒の平等。上下間
の権威がなくなり，秩序の崩壊を招き，師弟関係が成り立たなくなった。
戦後，日教組が自分たちのことを「聖職者」ではなく「労働者」だと言い出した。
あれが崩壊のスタートとなった。それによって上下関係を否定したから，子供たちに対
する押さえがきかなくなり，ついには学級崩壊を起こし，授業さえも立ち行かなくなっ
た。そして平等主義に基づいて学校群制度を導入し，エリート公立高校を否定した結果，
私立受験校が有名大学の合格者数上位を独占するようになった。すると，今度は「金持
ちの子供しか良い教育を受けられなくなった」として，「格差社会」「教育の不平等」と
非難している。平等が不平等を生んだことに気付いていない。第三が，教科の平等。全
教科どれも同じように重要であるというイデオロギーが，日本の教育を歪めてしまっ
た。小学校で重要なのは，何と言っても国語であり，次に算数である。
人間の知的活動の根幹であり，それ無しには成り立たないもの，それが，読み書きソ
ロバン（算数）であることは論を俟たない。こんなことは，江戸時代の寺子屋の先生が
すでに喝破していたこと。画一的教育だろうと，詰め込み教育だろうと，これらを子供
たちに覚え込ませなければ話にならない。その上で，長ずるに従い，興味も分かれてく
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れば，各種の専門的な教育を与えればいい。読み書きソロバン（算数）の能力は，国家
や社会にとっても生命線となる。アフリカの多くの国が貧困から脱却できない理由の一
つは，そこにある。
明治の日本が，近代化を成し遂げた鍵は識字率にあった。明治維新から僅か 37年で，
世界最大の陸軍国ロシアを倒したことから，世界中が日本を真似しようとしたができな
かった。何故なら，日本は江戸時代，既に世界でダントツの識字率を誇っていたから。
幕末に日本を訪れたイギリス人の手記に，「日本を植民地にしようとやって来たら，江
戸の町では町人達が本を読んでいる。こんな国は植民地に出来ない」，と記されている。
世界一の繁栄を誇ったロンドンの識字率が 15～ 35％と言われた時代に日本では数え
きれない程の寺子屋があって，全国平均で 50％の人が読み書きが出来た。高い教育水
準こそが日本の出発点であり，国家として生き延びていく強みだった。もし，教育が駄
目になってしまったら，唯一の資源である人材を失って日本には何も残らない。
日本の伝統を破壊し，戦後教育をダメにした責任は，GHQとコミンテルン（共産主
義インターナショナル）にあると考える。アメリカ主導のGHQの目的は，日本が二度
と自分たちに歯向かわないようにすることである。そのために「日本の戦前は暗黒だっ
た」と決めつけ，文化や伝統を否定し，日本人の日本人たる根幹を破壊しようとした。
そのために押し付けたのが，「戦後民主主義教育」にほかならない。敗戦直後，日本の
国柄の破壊という点で，米ソの思惑は完全に合致した。国を滅ぼすのに武力はいらな
い。教育さえ破壊すれば，自然に滅んでいくと。
それでもこの 70年間，日本が滅びなかったのは，学校教育とは別に，日本人の叡智
を伝えてきた人達がいたからである。職業現場で地に足つけた営みを続けてきた人達が
日本を支えてきた。そうした叩き上げの人達が活躍できたということが，戦後の日本の
強みであった。そんな職人気質の持ち主が軽んじられるようになると，いよいよ日本は
危ない。
もう一つ，戦後の日本を支えてきたのは，戦前に旧制高校で育ち，エリートとしての
自覚と教養を身につけていた人々である。だからこそ，GHQは旧制高校を目の敵にし
て解体してしまった。
国家が立ち行くためには，「卓越した判断力と大局観を持ち，国家のために命をも捧
げる気概があるエリート」がいて，はじめて民主主義も機能する。ところが，戦後社会
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では，平等の名の下に勇気を否定し，さらにエリートの存在も良くないとされてしまっ
た。最近になって，イギリスのパブリック・スクールのようなエリート校を日本にも作
ろうという動きが出てきた。
パブリック・スクールのエリート教育は，三本柱から成り立っている。まず「文学」
で古典を勉強する。次に「数学」で論理的な思考を養う。そして「スポーツ」で忍耐や
フェア精神，仲間と共に一つの目標を勝ち取る組織論を養う。さらに，全寮制のなかで，
数々の理不尽に耐えながら「我慢力」を身につける。こうして，エリートとなっていく。
先に，現代の日本は恵まれているからこそ，苦労を意図的にでも子供に課さなければ
ならないと述べたが，この真理をイギリスは昔からわかっていた。だから，恵まれた階
級の子弟が集まるパブリック・スクールで，「意図的な苦労」を体験させていた。
かつての日本にも，これによく似た倫理があった。「武士道精神」である。イギリス
のエリート理論である「ジェントルマン・シップ」でも，「武士道精神」でも重視され
る徳目は共通している。忍耐，誠実，慈愛，勇気，正義，名誉，惻隠。共にその本質は
「やせ我慢」である。
イギリス・イートン校をモデルにした全寮制の私立学校が愛知県に設立された。海陽
中等教育学校。これに，マスコミは学費が高い金持ち学校だ，エリート教育は格差を助
長する，と批判を浴びせているが，彼らの言う「格差社会」が私にはよく理解できない。
格差は二つに分けられる。一つは，それぞれの能力や努力に応じて収入が異なる。こ
れは当然のことで，あって良い格差である。問題は，何でも市場原理主義によって決め
られ，その勝者が富と権力と知的財産を独占する一極集中型の社会である。
もともと日本は全く違う世界だった。支配階級の武士のほとんどは権力と教養はある
ものの，お金はなかった。お金を見下していた。フランシスコ・ザビエルが来日して驚
いたのは，お金持ちの商人が貧しい武士を尊敬する光景であったとか。
戦後の日本は何でもアメリカ式に傾斜していて，最近はその傾向が加速しているよう
にさえ思える。アメリカ型の「お金を持っている者が偉い」という文化である。
日本について随分と悲観的な捉え方をしてきたが，日本人の国民性にはまだまだ救い
がある。例えば，阪神淡路大震災や東日本大震災のとき略奪など起きなかったと聞く。
これは悪童者を嫌悪するという倫理が，一般大衆レベルで国民の中に残っているのは諸
外国にはないこと。こうした価値観を持っている限り，「子供中心主義」をはじめとす
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る悪しき教育方針さえ直せば，日本人はかつての誇りを取り戻すことができるはずであ
る。
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